
皆さん、おはようございます。まずは、今日も朝練をつぶして、体育館にシートを敷いてくれるなど、

会場の準備をしてくれた体育館系運動部の部員の皆さんにお礼申し上げます。いつもありがとうござい

ます。また、片づけもよろしくお願いしますね。 

さて、厳しかった残暑も過ぎ、秋らしくなってきました。と言いたいところですが、ここ２、３日は、

また暑くなっていますね。千里高校には衣替えは、ありませんので、自分で服装管理、体調管理を行っ

てください。ただ、季節は、確実に秋になっています。校庭や、私が毎朝歩いている南千里から千里高

校に向かう道沿いには、キンモクセイの香りも漂ってきました。少し前までは、葛の紫の花が、甘い香

りを漂わせていました。 

「秋来ぬと目にはさやかに見えねども、風の音にぞおどろかれぬる」 

古今集 藤原敏行朝臣（ふじわらのとしゆき・あそん）は、風の音に秋の訪れを感じたようですが、

私は風が運ぶ香りに、季節の変化を感じることがあります。 

今日から後期が始まりました。心新たに、それぞれの目標に向かってスタートしてください。千里高

校は、前期後期の２学期制を実施しています。後期が始まるということは、１年の半分が過ぎたことに

なります。３年間で、６つの学期があります。したがって１年生は６分の１が、２年生は６分の３が、

そして３年生は６分の５が終わったことになります。 

３年生、高校生活の６分の５が過ぎました。そしていよいよ自己実現に向けての最終コーナーとなり

ました。センター試験の出願も終わり、まだ見ぬ結果に思いを巡らし、不安に思っている人もいるかも

しれませんが、必要以上に思い悩むことはありません。今はただ目標に向けて、自分を信じて、積み重

ねていってください。この積み重ねが、きっと大きな実りとなります。皆さんなら、やりきることが出

来ると確信しています。千里高校は、学年によって校舎が分かれています。３年棟の雰囲気が２年棟や

１年棟に伝わり、緊張感に溢れ、引き締まったものになることを期待しています。 

２年生、いよいよ２年生が千里高校を引っ張ってくれるときがきました。後期は、大きな行事があり

ますね。研修旅行や千里フェスタ。千里フェスタに向けての、中間発表会もあります。今日も、多くの

大学の先生に来ていただいての模擬講義があります。ぜひ「千里の柱」になってください。大いに期待

しています。 

１年生、体育祭や文化祭も経験し、もうすっかり千里高校生らしくなりましたね。今日と明日、早速、

基礎学力診断テストがあります。千里高校に入って、入学時より、力が落ちているなどという悲しいこ

とのないように、自分に磨きをかけましょう。明日は、学部分野別説明会もあります。自分のめざすべ

き道をしっかり見定めてください。 

私たち教職員も、担任団、進路指導部、教科担当を中心に、最大限のサポートをします。しかし行動

するのは、皆さんです。 

そんな皆さんに今日も、四字熟語をお贈りしましょう。それは「万里一空（ばんりいっくう）」です。

あまり聞いたことがないかもしれませんが、剣豪宮本武蔵の「五輪書」に登場する言葉で、「山水三千

世界を万里一空に入れ、満天地とも攬（まとめ）る」。「どんなに遥か遠くに行っても、空は一つ。すべ

てのものは、一つの世界にとどまっている」という意味です。「動揺せず、常に冷静な気持ちで事に当

たる」「一つの目標に向かって精進する」などと解釈されています。もちろん修行を重ねた宮本武蔵だ

からこそ、達した境地といえるでしょうが、皆さんにも「すべてのものは、一つの世界にとどまってい

る」の考えをお勧めします。勉強や入試に限らず、これから先の人生、頑張ったからと言って、すべて

うまくいくとは限らない。でも人間の世界で起こったことは、必ず人間の世界で解決する。もちろんや

るべきことを、きちんとやった上での話ですが、ある意味、開き直りともいえる考え方も、時には必要

です。 

さて、秋は、スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋、食欲の秋などと言われ、何をするにも最適の季節

とされています。また今年は、選挙の秋となりました。１０月２２日には、解散に伴い、衆議院議員の

総選挙が実施されます。初めての選挙となる人もいることでしょう。今日の公示の後、色々な政党や候

補者が、自らの考えを表明しますので、よく見て聞いて、しっかりと考えて、投票してください。 

もちろん勉強の秋でもあります。また、１０月下旬からは、皆さんの授業の様子を見せてもらおうと

思っています。秋アニメも始まりましたね。いつも紹介している「３月のライオン」のアニメ第２期も

始まります。同じ趣味を持つ人、良ければ校長室で、語り合いましょう。それぞれの秋を見つけて、満

喫してください。秋は実りの時です。これからの大いなる収穫を期待して、始業式の挨拶とします。 


